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１．研究計画の概要 
 地震時のランダム振幅下で鋼構造部材が
破断するまでの変形能力を明らかにするた
め、実験および解析による研究を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
 ほぼ当初の計画通り進捗しており、鋼構造
溶接部の実態調査と数値解析、相似試験体モ
デルの設計製作、材料特性調査、一定振幅実
験、ランダム振幅実験まで終了した。 
 
３．現在までの達成度 
四年間の研究計画のうち３年目が終了し、

達成度は全体を 100％とすると、約 80％が順
調に達成されている。 
 

４．今後の研究の推進方策 
 当初の予定通り、実機の溶接接合部を含む
試験体を用いて、昨年度提案した損傷則の検
証を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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